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上部マントルでは、マントル固体流動によって olivineが塑性変形し、Olivineの結晶軸選択配向 (CPO)が形成すると
考えられている。olivine CPOは、上部マントルで観測される地震波方位・偏向異方性の主要な原因の一つと考えられて
いる。この関係は、地震波異方性の観測から、マントルの流動方向を推定できることを意味しているが、それには上部
マントル内の olivine CPOの種類やその分布を明らかになっていることが重要な条件となる。
　変形実験の結果に基づいた熱力学モデリングは、沈み込み帯マントル前弧域内の様々な種類の CPOの分布予測に使

うことができる (e.g. Kneller et al 2008)。しかしながら、B-type olivine CPOを形成するプロセスとして、定向配列した
antigoriteとの topotacticな olivineの鉱物成長も重要とする説が提唱されている (Nagaya et al., 2012)。このメカニズムは、
CPOが塑性変形によってのみ形成されるとした場合より、ウェッジマントル内の B-type olivine CPOの分布が、大幅に広
がる可能性を示唆している。
　多くの沈み込み帯前弧域では、プレートの移動方向に垂直方向に速い、特有の地震波異方性が観測されている。こ

れら観測事実の一つの説明として、これらの地域のウェッジマントル内に、c軸が剪断方向に平行、b軸が剪断面に垂直
に集中する B-type olivine CPOが分布していることが挙げられる。東北日本で観測される異方性 (˜0.1秒の delay timeを
持つ S波スプリッティング)は B-type olivine CPOの存在によって説明することができる (Katayama and Karato, 2006)。
　 olivineはマントルの主要な鉱物であるが、沈み込み帯マントル前弧域では含水鉱物、特に非常に高い異方性を持つ

antigoriteも重要な構成鉱物である (olivineの場合、Vp=24%, Vs=18%; antigoriteの場合、Vp=46%, Vs=66%)。そのため、
antigoriteの層は比較的薄くても、地震波異方性に大きな影響を与える可能性がある。琉球弧沈み込み帯で観測されるよ
うな 1秒以上の長い delay timeをもつ S波スプリッティグは、急傾斜の沈み込み方向に対して c軸が垂直に強く配列す
る CPOを伴った antigoriteの存在が原因かもしれない (Katayama et al., 2009)。
　地震波異方性のモデリングは、前弧マントル内で様々な CPOパターンの種類やその分布を制約する有効な手段とな

り得る。私たちは、これまでに三次元的な地震波経路について解析した Kneller et al., (2008)によって使われた手法を発
展させ、現在提唱されている東北日本弧と琉球弧のウェッジマントル内の antigoriteと olivineの CPOの分布モデルにつ
いて検討した。antigoriteの異方性はごく最近になって明らかになり、これまで異方性モデリングに適用されたことはな
かった。私たちもモデルは近年開発された 2つのMatlabツールキットを使っている: MTEX (Hielscher & Schaeben, 2008;
Mainprice, 2011)と MSAT (Walker & Wookey, 2012)。私たちは、このモデルを琉球弧と東北日本弧の沈み込み帯に適用
し、これら 2つの沈み込み帯ウェッジマントル内の antigoriteと olivine CPOの種類と分布域の制約の可能性について調
べる。
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